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１ 一般会計 歳入歳出決算 

(1) 歳入歳出決算の状況 

ア 予算現額及び歳入歳出決算額の推移 

 

 

 

イ 実質収支額及び単年度収支額の推移 

 

＊ 実質収支額＝形式収支額（歳入決算額－歳出決算額）－翌年度へ繰り越すべき財源 

＊ 単年度収支額＝本年度実質収支額－前年度実質収支額 

 

 

17,000

17,500

18,000

18,500

19,000

19,500

20,000

20,500

H27 28 29 30 R1

19,817 19,875 

19,390 

18,157 

18,417 

19,648 
19,745 

19,217 

17,977 
18,233 

億円

年度

20,090 
20,243 

19,675 

18,538 

19,026 

予算現額

図11 一般会計 予算現額及び歳入歳出決算額の推移

歳入決算額 歳出決算額

※億円未満切捨て表示 12

形式収支額

183億円

図13 一般会計 実質収支額及び単年度収支額の推移
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60

90
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71

51

63

49

36

△ 4

△ 19

12

△ 14 △ 12

億円

年度

実質収支額 単年度収支額

14※億円未満切捨て表示

歳入決算額から歳出決算額を差し引いた形式収支額は183億円の黒字 

実質収支額は36億円の黒字、単年度収支額は12億円の赤字 
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(2) 歳入 

ア 歳入決算額 

 
 

イ 財源別歳入決算額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

  

県税

11,536億円
地方譲与税

1,372億円

地方特例交付金

118億円

地方交付税

1,070億円

交通安全対策

特別交付金

12億円

分担金及び負担金

6億円

使用料及び手数料

305億円
国庫支出金

1,215億円

財産収入

122億円

寄附金

1億円

繰入金

151億円

繰越金

179億円

諸収入

228億円

県債

2,095億円

図14 一般会計 歳入決算額

合 計
18,417億円

15※億円未満切捨て表示

図16 一般会計 財源別歳入決算額の推移

6,0000 3,000 9,0006,000 03,0009,00012,00015,000

27.7%

31.1%

30.9%

29.1%

自主財源 依存財源

68.0%

70.9%

72.3%

68.9%

69.1%

億円

その他

県 税

使用料及び手数料

億円

地方譲与税

地方交付税

国庫支出金

その他

県債

18

2.9ポイント
の減

2.9ポイント
の増

年度

※金額は億円未満切捨て、割合は表示単位未満を四捨五入して表示

歳入決算額

18,157

19,875

19,390

19,817

18,417

32.0%

H27

28

29

30

R1

○主要な科目の増減 

・県税の減は、個人県民税が減収となったことなどによる 

  ・県債の増は、減収補塡債の発行が増加したことなどによる 
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ウ 県税決算額 

 

 

（前年度対比） 

 

  

図１ 令和元年度県税決算額

1
※ 億円未満切捨て表示

個人県民税

3,351 億円

29.1％

地方消費税

3,204 億円

27.8％

法人事業税

2,577 億円

22.3％

法人県民税

413 億円

3.6％

自動車税

939 億円

軽油引取税

407 億円

不動産取得税

268 億円

自動車取得税

65 億円

その他の税

309 億円

４つの税目で
８割以上法人二税

計 2,990億円

25.9％

１兆１,５３６
億円

当 初 予 算 額: １兆１,８５３億円
最 終 予 算 額: １兆１,５３４億円
決 算 額: １兆１,５３６億円

令和元年度県税決算額の前年度対比

2

平成３０年度 １兆１,８７６億円
△ ３３９ 億円

令和 元 年度 １兆１,５３６億円

税 目 対前年度増減

個 人 県 民 税 △ １５２億円

法 人 県 民 税
法 人 事 業 税

△ ８６億円

地 方 消 費 税 △ １５億円

そ の 他 △ ８４億円

※ 億円未満切捨て表示

○主要な税目の増減 

・個人県民税の減は、平成30年度に行われた県費負担教職員制度の見直しに伴う政令市への

税源移譲による減収影響が令和元年度にも部分的に生じたことなどによる 

・法人二税の減は、中国の景気減速や米中貿易摩擦の影響などを背景に製造業を中心に企業

業績が低迷したことなどによる 

・地方消費税の減は、令和元年10月の税率引上げの増収影響がごくわずかに限定されるとと

もに、国からの払込額が前年度を下回ったことなどによる 
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エ 県税収入の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3

図２ 県税収入の推移

※ 億円未満切捨て表示

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

H3 11 13 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1

27.8%16.2%

11,536

12,805

10,930

44.0% 25.9% 法人二税

地方消費税

個人県民税

その他の税

10,668

億円

年度

実質収入額

29.1%

12,980

37.3%

（単位 億円）

3 11 13 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1

① 10,930 8,824 10,130 8,801 9,744 9,991 10,658 12,805 12,517 10,440 9,989 9,971 10,168 10,585 11,082 12,531 12,455 12,980 11,876 11,536
② 434 37 32 31 175 480 1,671 32 31 433 915 1,014 1,052 1,266 1,522 1,387 1,193 1,238 1,397 1,372
③ 1,287 1,682 1,832 1,552 1,693 1,682 1,712 1,833 1,562 1,682 1,452 1,386 1,436 1,544 1,677 2,346 2,121 3,797 2,544 2,240

10,077 7,179 8,330 7,280 8,225 8,788 10,617 11,004 10,985 9,192 9,451 9,599 9,783 10,308 10,927 11,572 11,527 10,422 10,728 10,668

年 度

実質収入額（①+②-③）

県 税

地 方 譲 与 税 等

税 交 付 金 等
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 (3) 歳出 

ア 歳出決算額 

 

イ 歳出決算額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

図19 一般会計 歳出決算額

合 計
18,233億円

総務費
2,990億円

民生費
2,756億円

土木費
1,149億円

警察費
1,971億円

教育費
3,977億円

公債費
2,932億円

議会費
35億円

環境費
103億円

農林水産業費
146億円

衛生費
1,947億円

労働費
66億円

災害復旧費
18億円

商工費
137億円

図23 一般会計 歳出決算額の推移

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H27 28 29 30 R1

総務費

民生費

衛生費

土木費

警察費

教育費

公債費

その他

億円

年度
26※億円未満切捨て表示

272億円の減

189億円の増

92億円の増

158億円の増

○主要な科目の増減 

 ・総務費の減は、県費負担教職員制度の見直しに伴う税源移譲により、政令市への税交付

金が減少したことなどによる 

  ・民生費の増は、幼児教育・保育の無償化への対応などに伴い、介護・医療・児童関係費が

増加したことなどによる 
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ウ 性質別歳出決算額の状況 

 

 

 
 

エ 性質別歳出決算額の推移 

 

 

 

 

 

 

  

歳出決算額 18,233億円

人件費

27.9%

扶助費

2.6%
公債費

16.1%投資的経費

8.8%

その他の経費

44.6%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H27 28 29 30 R1 年度

その他の経費

投資的経費

公債費

扶助費

人件費

億円

図22 性質別歳出決算額の推移

投資的
経費

25※億円未満切捨て表示

17,977  19,648 19,745 19,217 18,233  256億円の増

1,421 1,597

175億円の増
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２ 特別会計 歳入歳出決算 

（1）歳入歳出決算の概況

ア 予算現額及び歳入歳出決算額の推移 図26 特別会計 予算現額及び歳入歳出決算額の推移

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

H27 28 29 30 R1

13,283 

12,356 12,523 

20,352 

20,580 

13,216 

12,258 
12,383 

20,080 

20,433 

億円

年度

13,261

12,310

12,434

20,270

20,651

予算現額

歳入決算額 歳出決算額

31※億円未満切捨て表示

・特別会計は全16会計

・実質収支額はすべて黒字もしくは収支均衡
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